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あ  雨を乞う 塩田の祈り ため池に 塩田平広域

　塩田平は昔から雨が少なく（上田市の年平均降水量は
900mm前後で全国平均の半分程度）、川の水も乏しいた
め、ため池を造って稲作を支えた。江戸時代には大小200か
所を超える池があった。干ばつ時にはそれでも水が足りず
「百八手」などの雨乞いをした。塩田平土地改良区の現在の
登録ため池は41か所。

い  いたずらな かっぱの伝説 甲田池 E-3

　上本郷のため池（所在地は十人）で、貯水量9.5万トン、か
んがい面積30haの大きな池。馬を池に引き込もうとしてお
百姓に捕まった河童が助けてもらい、お礼に祝儀の時に御
膳を出してくれたという民話がある。

う  ★美しい朱
しゅ

色
いろ

に輝く生島さん G-2

　平安時代初期の朝廷の法
令である「延喜式」に載る古
社で、生島神・足島神を祀る。
池の中の島に本殿がありご
神体は「土」。真田信之公寄進
の摂社諏訪社があり、武田信
玄の起請文など重要文化財
も多い。夏至の太陽が東の鳥
居から昇り、冬至の夕日が西の鳥居に沈む。

え  江戸時代 いのししとびこむ 小島大池 F-1

　貯水量10万2千トン、かんがい面積45haの大きなため
池。1689年（元禄2）7月、水田で暴れていたたくさんのイ
ノシシを脅すため空砲を打つと、あわてたイノシシが池に
駆け込み5匹が死んだ。生類憐みの令により、動物を殺すと
重い罪になるが、上田藩の役人が殺していないと判断し罪
にならなかった。

お  大きいな トトロが出そう 大
だい

六
ろく

のけやき G-3
　石神にあるケヤキ。樹齢約800年。樹高30m、幹回り
11.7mで、ケヤキでは長野県最大。根元に「第六天像」を祀っ
たのでその名が付いた。

か  学問の 神様がいる 八
や
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ぎ
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まん

宮
ぐう

 C-2

　平安時代中期に恵心僧都（源信）により京都の北野天満宮
から菅公の霊を合祀したと伝わる。祭神は菅原道真。合格祈
願で訪れる人も多い。入口に木曽義仲の供養塔がある。

き  聞こえるよ 悲
ひ
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を語る 無
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 F-5

　柳沢にある美術館。塩田平を見渡せる小高い丘の上にあ
る。1997年（平成9年）窪島誠一郎氏により開館。日中戦争・
太平洋戦争で亡くなった画学生の作品を全国から収集し展
示している。

く  ★鞍
くら

が淵
ふち

 小太郎伝説 蛇
じゃ

骨
こつ

石
いし

  C-6

　手塚にある産川上流の淵。大
岩の下部が馬の鞍のような形を
している。大蛇が産んだ小泉小
太郎の伝説で、小太郎の生誕の
地という。お産後に亡くなった
大蛇の骨が石になったという蛇
骨石（白い沸石）が産川に散らばる。

け  ★県内で 一番大きい 舞田の石
せき

造
ぞう

五
ご

輪
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とう

 
 D-1

　県宝に指定されている五輪塔。高さ
212cmで県内最大級、建立は鎌倉時
代と考えられている。近くにある法樹
院の寺伝によると、鎌倉時代初期に金
王庵を創建した渋谷土佐入道昌順の
供養塔。

こ  ★国宝の 八角三重塔 安楽寺  A-3

　別所温泉にある曹洞宗の寺で本尊
は釈迦如来。鎌倉時代に開山した信州
最古の禅寺。日本で唯一の八角形をし
た国宝の三重塔がある。傳芳堂内に国
の重要文化財である開山樵谷惟仙像
と二世幼牛恵仁像を安置。

さ  産
さん

川
がわ

に しずめて雨
あま

乞
ご

い 赤地蔵 B-6

　野倉中心部の四辻に祀られている赤い色をした地蔵像。
雨が降らないと地蔵像を産川まで運んで川に投げ込んで祈
るという雨乞い行事が行われた。

し  ★常楽寺 観
かん

音
のん

様出現の 多
た
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ほう
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 A-3

　別所温泉にある天台宗の寺。
本尊は妙観察智阿弥陀如来。
825年（天長2年）、山のふもと
から現れた千手観音を祀るた
め慈覚大師円仁が建立したと
いう北向観音の本坊。常楽寺本
堂の裏手、観音が出現したとこ
ろに建立されたのが石造多宝
塔。高さ285cmで国の重要文化財。

す  垂直に 切り立つ鴻
こう

の巣
す

 しま模様 H-2

　下組にある幅約190m、高さ50mの崖。1400万年前に
海底が隆起して、砂岩や礫岩（れきがん）の地層が露出して
いる。遠くから眺めると、岩肌に鉄分がしみこんでできた茶
色のしま模様が見える。昔、周りの松の木にコウノトリが巣
を作ったのでその名がついた。

せ  ★善光寺 北向観音 両まいり A-5

　北向観音は別所温泉にある寺
で、常楽寺が本坊。今は常楽寺石
造多宝塔があるところから現れ
た千手観音を祀るため、825年
（天長2年）に慈覚大師円仁が建
立したと伝わる。来世往生を願
う長野市の善光寺と現世利益を
願う北向観音の両方をお詣りす
る信仰が広く伝わる。善光寺地震の絵馬が奉納されている。

そ  ★そびえ立つ 独
とっ

鈷
こ

の向こう こくぞう堂
 旧丸子町

　独鈷山の南麓、旧丸子町東内に
ある法住寺は平安時代に慈覚大
師円仁が開いたと言われる天台
宗の寺。国の重要文化財である虚
空蔵堂には厨子が設置され、中に
虚空蔵菩薩が安置されている。

た  ★岳
たけ

の幟
のぼり

 天下の奇祭 雨
あま

乞
ごい

行事 B-3

　別所温泉の雨乞い行事。
朝早く夫神岳の九頭竜権現
に、龍に似せたたくさんの
幟を笹のついた竹に付けて
奉納し、その後別所神社ま
で練り歩く。ふもとで三頭
獅子とささら踊りと合流す
る。500年以上続く伝統行事。国の選択無形民俗文化財で、
1998年の長野冬季五輪閉会式で披露された。

ち  貯水量 塩田で一番 沢
さ

山
やま

池 B-6

　11924年（大正13年）の大干ばつを受けて築造され、
1938年（昭和13年）に完成した産川上流にあるため池。貯
水量108万トン、かんがい面積412haと塩田平で最も大き
な池。各池に水を供給する「ため池のため池」である。

つ  ★月明り 並ぶ礎
そ

石
せき

や 国分寺跡 国分寺

　今から1300年近く前の741
年（天平13年）に、全国に国分寺
を建てる詔が朝廷から出され、
信濃の国では上田の地に建立さ
れた。昭和期の発掘調査により、
今の信濃国分寺駅近くで38の
礎石が見つかり建立場所が確認された。国指定の史跡。

て  ★天から授かる縁結び 
　　　　　　　　子宝のご利

り

益
やく

 別所神社 B-3

　別所温泉にある神社。江戸時
代の1788年（天明8年）創建。
境内にある神楽殿や本殿に祀ら
れる本朝縁結大神も貴重な文化
財。縁結び・子宝にご利益あり。
夫神岳を下り別所温泉内を練り
歩いた岳の幟がここで最後の奉
納を行う。

レイラインがつなぐ
『太陽と大地の聖地』
～龍と生きるまち信州上田・塩田平～

信州上田・塩田平かるた

日本遺産

日本遺産

　独鈷山と夫神岳から扇状に開ける地・塩田平
は、古来「聖地」として、多くの神社仏閣が建てら
れている。山のふもとにある信州最古の温泉、と
いわれる別所温泉、「国土・大地」を御神体とする
「生島足島神社」、「大日如来（太陽）」を安置する
「信濃国分寺」は、一本の直線状に配置され、レイ
ラインをつないでいる。
　夏至と冬至に、鳥居の中を太陽の光が通り抜
け、神々しくぬくもりのある輝きを享受できる　
のだ。
　先人たちが、この地が特別であると後世に伝
えようと遺した様々な仕掛けは、今も、訪れる人
びとにパワーをチャージさせる。

　令和2年6月19日、「日本遺産」に認定された信州上田・塩
田平は、レイラインがつなぐ「太陽と大地の聖地」とされて
います。塩田平には、信州最古の別所温泉や信州の学海とし
て栄えた時代の寺社等の文化財が数多く残されています。
　また、本州で降水量の一番少ない地域でありますが、 この
少ない水を有効に利用した、ため池を造り、これを利用した
稲作は上田市随一の穀倉地帯になりました。
　豊かな雨に恵まれるように山々の神や麓の寺社にお　　　　　
願いしてきましたが時には干害に悩まされ、人々は、岳の幟
やため池の周りで百八手など神仏にお願いする雨ごいの伝
統行事を行い現在に引き継がれています。
　このように、先人たちが遺してくれた地域の魅力ある文
化を後世に伝えるため、小学校（高学年）、保護 者 と連携し
て、日本遺産の構成文化財を中心（歴史・文化・自然・風土・伝
統行事・民話）にした「信州上田・塩田平かるた」を制作する
ことにより、郷土愛（地域の誇りと愛着を育む）の醸成につ
なげます。
　また、「かるた」の内容に合わせ説明を記した「マップ」も
作成しました。
　令和3年4月に日本遺産「信州上田・塩田平かるた」等製作
事業として申請し、認可され下記により実施しました。

記
「かるた」句の募集
 令和2年度塩田中学校1年生
 令和2年度塩田地区小学校4・5・6年生
 及びその保護者
「かるた」絵札・読み札のデザイン
 長野大学
「かるた」のマップ制作
 イラスト

▲

市村 紀子　写真

▲

吉田 範夫
 説 明 文

▲

塩田まちづくり協議会教育文化部会
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